
竹之内 淳志 じねん舞踏即興ソ ロ

『 十 の辛､ 十 の及 』 一 迫悼ヒ鼻息Lこ -

降りしきる千の雫､ どうぞ母なる大地よ､
そ の雫を抱き留めて ､ 千の花を産め -

､

日を閉じて ､ 深.く呼吸をする
-

､ 生きて い る こ の

身を感ずる ｡ 生きて い る今に ､ 深く感謝する ｡

昨年3 月 1 1 臥 震見で多く の方々 が披見され､ そ して命を失っ た｡

私 たち の生命が皆 一

本の樹の棟に啓が っ て い る の で あれ ば､

私 たちほ自身の カラ ダの
一

部を痛め､ ま た失 っ て い る の だろう｡

私たちは忘れて い るが ､
一 本の樹だ っ た の だ ｡

だから私は踊りた い ｡
私 たちを生かしてくれて ､ 同時に私たち の 一 部で

あ っ た生命を思 い 出した い ｡
そ して痛みを遇えて樹が花を産む､
そ の花に 一 瞬でも触れて みた い と思う｡

天から千の辛が蕗ちる ､ そ の 無数 の雫は ､

樹 に生命を与え ､ 花をあたえる ｡
無数 の雫が天から賂ちる ｡

■竹之内淳志 A t s us hi Tdk e n o u chi

1 9 62 年三重県生まれ
"

北方舞踏派
"

に入門｡ 舞踏の創女緒 ･ 土

方巽に振付を受ける｡ 後に大野十雄
･ 慶人にも師事｡ ｢自然｣ より広

く全て を意味する｢ じねん｣ という コ ン セ プトでソ ロ 活動を始める｡

日本の様々 な土地風土 人や音楽から感 じたままを即興舞踏にする

吟遊舞踏『じねん』ツア
ー

にて 日本全国 6 0 0 箇所で公演｡ JI N E N 舞

踏 『太陽と月』 にて ヨ
ー

ロ ッ パ ･ アジア 1 2 ケ国を巡り, 現在は ヨ

-

ロ ツ パ を払点に舞踏公演, 様 々 な国のア
ー

テ ィ ス トと作品を共同制侃 また ワ
ー

ク シ ョ ッ プなどの活動を行 っ て いる｡

J N E N B U T O H w eb sit e h tt p
:// w w w J l n e n

-

b u t o h . c o m /

■音楽 : ′J
､膚広子 拓､ 水､ 竹､ 金属ボウ/ V , ノキ

ー

カッシ ョ y t 声)

そ の場の空気 空間, 踊る身体から感じる画爵やイメ
ー ジをメ ロディやリズム にとらわれる

ことなく即興の音に表現する｡ 1 99 9 年より じねん舞踏の音楽を担当｡ そ の後も公演､ ワ
ー

ク

シ ョ ップにて ヨ
ー

ロ ッ パ をベ
ー

ス に情動を展開｡ ジャ ン ル を超えて即興音楽ライブも行う｡

仙台公演 2 0 1 2 3 月1 E](木)

1 9 : 0 0 開演 (1 8 : 3 0 開Ⅰ教

会場 : I )L'J ト ク仙台スタジオホ
ー ル

全席自由
一

般 2 . ∝ 0 円 当日 2 . ∝ 0 円

チケッ ト取り扱い 火星の庭 わで いはるふあ

予約 ･ 連絡先 0 9 0
-

8 9 2 2
-

5 4 1 8

臥n k . n e .j p( 立石 美穂)t a t ei s b i
-

b ij u t s u @ s o ftb

角田公演 2 0 1 2 3 月 2 日(金)
1 8 : 3 0 間奏 (1 8 : 0 0 開場

会場 : オ
ー クプラザ(角田駅2 階

全席自由
一

般1 , m 円 当日1 ,3 ( X ) 円

チケッ ト取り扱い いとや 天神小劇場(L JjtJた功

予約 ･ 連絡先 0 9 0
- 2 7 9 2

-

9 7 9 3

s b i n t a n a 1 9 4 8 @ y a b o o . c o .j p ( 天 神 小 劇場)

- チケッ トやカンパの収益の
一

部を下記団体に送ります｡

福 島診 療所 建設委員会 b t t p
:// w w w . c li n i c

-

f u k u s h i m a ･J p

子 ども た ち を放射能 か ら守 る み や ぎネ ッ ト ワ
ー ク b t t p ://k o d o m o m iy a gi ･ bl o g ･f c 2 ･ c o m

み ん な の 放射線測 定室 ｢ て と て と｣ h t t p
:// s o k u t ei m i y a g i ･ b l o g ･f c 2 ･ c o m

主 催 = 竹 之 内 淳 志 舞 踏 公 演 宮 城 実 行 委 員 会




